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15,683, 
40%21,324, 

55%

1,979, 
5%

情報処理サービス

システム開発サービス

システム機器販売

• 情報処理サービスは、クラウドサービスが3.0%
伸長、メーリングサービスは他社事業の譲受もあ
り28.0%の増収。祖業の受託計算サービスは
売上を維持。

• システム開発サービスは、エネルギー・流通向け
が不振。他方、金融・製造・宇宙防衛向けが
伸び、前期比△0.1%と前期並。

売上高

営業利益

親会社株主に帰属する

当期純利益

38,987

2,640

2,259

百万円

百万円

百万円

前期比増減額

+1,224

△8.5％

売上高は前期比増収、過去最高を達成

ROE

11.5 ％ △0.2 ポイント

営業利益は原価・販管費増により減益
• クラウド関連のソフトウェア価格上昇、システム開発
遅延等が要因で、売上総利益率が0.7%低下。

• 価格転嫁を進めたが、人件費増加を中心とした販
管費増(＋259百万円)をまかなえず、減益着地。

+3.2％

△246

百万円

百万円

+2.8％+62 百万円

当期純利益は特別利益が加わり増益
• 純利益は2.8%増益。特別利益の投資有価
証券売却益で約4.9億円の押上効果。

• 当期純利益、自己資本とも前期比で変動が
小さく、ROE11.5%は前期とほぼ同水準。

3

売上高 売上総利益サービス別構成
(単位：百万円)

前期比増減率

前期比増減

業績サマリー

38,987 8,259

注）金額は百万円未満切り捨て、前期比増減率は小数第2位で四捨五入。

3,085 , 
37%

4,739 , 
58%

434 , 
5%
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2,887

5,360

8,248

△231 △186
31 190 207

8,259

2,640

4

営業利益の増減分析（前期比）

注）金額は百万円未満切り捨て、増減額は四捨五入。

営業利益 営業利益

販管費
売上総
利益

5,619

販管費
売上総
利益

仮想基盤
値上り

システム
償却増など

売上要因 価格改定
他システム

開発原価減

2024年3月期 2025年3月期

（単位：百万円）

販管費の増加:259
 うち人件費増:186    

償却費増: 20
その他: 53
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連結貸借対照表サマリー

注）金額は百万円未満切り捨て、自己資本比率は小数第2位で四捨五入。

単位：百万円 単位：百万円

現預金4,736
売掛金6,660

純資産
20,097

有利子負債
短期3,285
長期6,641

総負債
17,510
流動12,045
固定5,465

流動資産
12,814

固定資産
24,793

建物構築物10,460
土地2,950

無形固定資産2,098
投資有価証券3,674

現預金5,279
売掛金5,739

純資産
19,312

（前期末比：△785）

有利子負債
短期2,818
長期4,804

総負債
17,750

（前期末比：240）

流動10,659
固定7,090

流動資産
13,047

（前期末比：233）

固定資産
24,015

（前期末比：△778）建物構築物10,609
土地2,954

無形固定資産2,233
投資有価証券4,854

2025年3月末2024年3月末

総資産37,607、自己資本比率53.4% 総資産37,062、自己資本比率52.1%
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5,279

3,724

△ 1,237

△ 2,572

1,959

△ 2,417
4,736

6

2024年3月末 2025年3月末

連結キャッシュフローサマリー

注）現預金残高は金額は百万円未満切り捨て、内訳は原則小数点以下四捨五入。

（単位：百万円）

財務活動によるCF
△458

営業活動によるCF
+2,487

営業活動
（法人税等除く）

法人税等

投資活動 財務活動
（配当等除く）

自己株取得
配当支払

有形固定資産の取得  
（主にデータセンター能力増強投資）
無形固定資産の取得
投資有価証券の取得
資産売却収入等     

△2,920

△295
△181

825

現
預
金

現
預
金

税前当期純利益 3,324
償却費等  2,278
運転資金増  △1,246
その他  △633
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システム開発サービス 情報処理サービス

GS向け計算・決済
クラウドサービス

金融機関向け原価管理、
ローン・システム

プロパンガス業者向け管理・ス
マートメーター・決済システム

スマートフォンや
カーナビの機能向
上付加サービス

航空会社の予約シ
ステム、鉄道関係の
システム構築

衛星の設計・組立・
検査、小惑星探査
機などの運用

診断用装置などの医
療機器、在宅医療
機器の設計開発

設計施工図面の
デジタル管理

商品管理、電子マネー・ク
レジットカード・ポイント管理

セキュリティ対策強化に
向けたトータルセキュリ
ティソリューション

製造・販売など様々な
分野のシステム開発 納税や年金など重

要な通知をデータ
センター内で厳密
に処理

コールセンター業務や
データ入力作業

納税通知書
等のプリント、
封緘、発送

自社データセンターを
利用し、多種多様の
クラウドサービスを展開

サービスに付随
する機器販売 7©2025  I-NET Corp. All Rights Reserved

サービス区分別の売上高／売上総利益の構成

売上高

システム
機器販売

売上高

37%

5%
58%

40%

5%

55%

売上高

売上
総利益

売上高

2025年3月期
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（単位：百万円）
2024年3月期 2025年3月期 前期比
金額 利益率 金額 利益率 増減額 増減率

情報処理サービス
売上高 14,805 -- 15,683 -- 878 5.9%
売上総利益 3,169 21% 3,085 20% △83 △2.6%
営業利益* 979 7% 688 4% △290 △29.7%

システム開発サービス
売上高 21,340 -- 21,324 -- △16 △0.1%
売上総利益 4,700 22% 4,739 22% 38 0.8%
営業利益* 1,755 8% 1,800 8% 45 2.6%

システム機器販売
売上高 1,617 -- 1,979 -- 362 22.4%
売上総利益 378 23% 434 22% 56 15.0%
営業利益* 153 9% 152 8% △0 △0.5%

合計
売上高 37,763 -- 38,987 -- 1,224 3.2%
売上総利益 8,248 22% 8,259 21% 11 0.1%
営業利益* 2,887 8% 2,640 7% △246 △8.5%

2025年3月期通期サービス別業績

注）金額は百万円未満切り捨て、利益率は小数点以下、増減率は小数第2位まで四捨五入。（*）営業利益は概算値で算出した参考値です。
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3,169 34
△ 112 △ 2

△ 181

151 26 3,085

242

641

14,805 △ 5

15,683

8,413 , 
53%4,341 , 

28%

2,928 , 
19%

2025年3月期

8,170 , 
55%

4,347 , 
29%

2,287 , 
16%

2024年3月期
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（単位：百万円）

（単位：百万円）
売上総利益の増減要因

売上高の増減要因

サービス別売上高
(単位：百万円)

データセンター・クラウドサービス

受託計算サービス

メーリングサービス

 SS（ガソリンスタンド）向け販売管理・課金決済
プラットフォーム（日本国内シェア約３割）

 プロパンガス業者向けスマートメーター対応の課金
決済プラットフォーム（ブランド名「プロパネット」）

 自社クラウドサービス
 法人(SaaSなど)向けクラウド基盤サービス
 法人向けコロケーションサービス

 一般法人、行政機関向け印刷・郵送サービス
 POD（プリントオンデマンド）サービス

データセンター
クラウド

データセンター
クラウド

情報処理サービス

受託計算
サービス

メーリング
サービス

メーリング
サービス

15,683

2024年3月期 2025年3月期

前期比5.9％増
増減額878百万円

データセンター
クラウド

メーリング
サービス受託計算

サービス

2024年3月期 2025年3月期

データセンター
クラウド

受託計算
サービス

メーリング
サービス

△78 △183 +177

増収効果 収益性変動 減収要因 増収効果

収益性変動

収益性変動

前期比△2.6％減
増減額△83百万円

注）売上高、売上総利益、増減額は、金額は百万円未満切り捨て。前期比増減率は、小数第2位で四捨五入。合計と内訳、増減が一致しないことがあります。

受託計算
サービス

14,805
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△ 29

84 36

△ 534,700 4,739

△ 139

12221,340 21,324

（単位：百万円）
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前期比△0.1％減
増減額△16百万円

ソフトウェア
受託開発

ハードウェア
受託開発等

2024年3月期 2025年3月期

前期比0.8％増
増加額38百万円

（単位：百万円）
売上高の増減要因

売上総利益の増減要因

2024年3月期 2025年3月期

ソフトウェア
受託開発

ハードウェア
受託開発等

減収要因

増収効果
収益性変動 収益性変動

+55
△17

サービス別売上高

受託開発請負
 エネルギー産業関連向けシステム開発・請負
 金融機関向けシステム開発・請負
 交通システム関連向けシステム開発・請負
 宇宙関連システム開発・請負、検査／試験、運用／評価解析
 流通産業、一般法人、製造業向けシステム開発・請負
 セキュリティ関連システム導入・開発・請負
 通信事業者向けシステム開発・請負
 組込制御関連システム開発・請負

システム商品開発
 金融系商品（無担保ローンシステム：ローンレンジャーUC、
金融機関原価管理システム：ABC Financialなど）

 クレジット決済システム（i-Gateway）Pos連動決済シス
テムなど

 セキュリティ関連（脆弱性診断、Darktraceなど）
 DX関連商品（業務効率化システム各種、RPAなど）

システム開発サービス

売上高(百万円) 2024年3月期 2025年3月期 増減率

ソフトウェア受託開発 19,466 19,327 △0.7%

ハードウェア受託開発等 1,873 1,996 6.6%

注）売上高、売上総利益、増減額は、金額は百万円未満切り捨て。前期比増減率は、小数第2位で四捨五入。合計と内訳、増減が一致しないことがあります。
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ｓ
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（単位：億円）
情報処理サービス

システム開発サービス
（単位：億円）

データセンター
クラウド

受託計算

メーリング
サービス

ソフトウェア
開発

ハード他

データセンター・ク
ラウドサービスは
11年間で
約2.9倍に成長

システム開発
サービスは
11年間で
約1.6倍に成長

注）金額は億円未満四捨五入、内訳合計と合計額が合わないことがあります。倍率は小数第2位以下切り捨て。

サービス別売上高の推移

23 23 23 25 24 19 18 15 16 21 23 29 
36 37 36 36 36 36 39 40 41 43 43 43 
29 32 37 38 41 45 52 64 67 74 82 84 88 91 96 98 101 101 108 119 125 137 148 157 

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

情報処理サービス

18 17 17 15 15 16 17 16 16 20 19 20 

113 117 124 125 129 148 172 154 159 179 195 193 
131 135 141 139 143 164 

189 169 175 
198 213 213 

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

システム開発サービス



©2025  I-NET Corp. All Rights Reserved

994 1,009 1,040 1,061 1,059 1,078 1,096 1,091 1,066 1,093 1,084 1,104 1,072 1,085 1,085 1,098

1,632 1,682 1,727 1,698 1,739 1,787 1,864 1,958 2,018 2,062 2,022 2,068 2,004 2,169 2,092 2,147

403 353 367 493 347 558 513 655 649 538 496 604 470
725 774 958

3,916
4,423 4,367

4,804
4,455

5,006 4,929
5,415 5,193 5,532

5,213
5,402 

5,080

5,407 5,278
5,558209

308 179

495
303

472 308

348
255

568
415

379 
299

564 576
539

7,157
7,777 7,680

8,553
7,905

8,902 8,711
9,468 9,184

9,795
9,233

9,551 
8,926

9,949 9,808
10,302

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

(単位：百万円)

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

注）金額は百万円未満切り捨て、合計が一致しないことがあります。 1212

四半期業績の推移（サービス区分別売上高）

シ
ス
テ
ム
開
発
サ
ー
ビ
ス

2025年3月期
■受託計算 ■データセンター・クラウドサービス ■メーリングサービス ■システム開発サービス ■システム機器販売

8%増9%増
20%増
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301 

685 

548 

832 

323 

736 

292 

776 

657 

918 

658 654 

221 

805 

623 

993 

4.2%

8.8%
7.1%

9.7%

4.1%

8.3%

3.4%

8.2%
7.2%

9.4%

7.1% 6.8%

2.5%

8.1%

6.3%

9.6%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

13

赤線は営業利益率

四半期業績の推移（四半期営業利益）
(単位：百万円)

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

注）金額は百万円未満切り捨て、利益率は小数第2位で四捨五入。

2025年3月期

19%増 28%増
52%増
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主な顧客業種別の売上高（参考資料）

注）金額は百万円未満四捨五入注）未監査のもの。最終顧客ベースで判断、但し「*システム開発業」は二次請け以下の流通と最終顧客の業種が判別しなかったものを含みます。

（単位：百万円）

情報処理, 
2,075 

情報処理, 
2,095 

情報処理, 
2,056 

情報処理, 
2,098 

機器販売, 239 機器販売, 303 機器販売, 203 機器販売, 199 

621 510 499 487 

2,935 2,909 2,758 2,783 

2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期

エネルギー産業

情報処理, 
2,835 

情報処理, 
2,854 

情報処理, 
2,997 

情報処理, 
3,417 

219 136 148 

320 806 823 653 
378 

3,860 3,813 3,798 4,116 

2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期

通信業/SaaSサービス業

707 715 787 1,002 
106 79 99 

130 

システム開発, 
2,146 

システム開発, 
1,803 

システム開発, 
1,691 

システム開発, 
1,789 

2,959 
2,598 2,577 

2,922 

2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期

＊システム開発業

358 414 386 447 71 75 114 152 

システム開発, 
1,924 

システム開発, 
2,149 

システム開発, 
2,010 

システム開発, 
2,045 

2,353 2,638 2,511 2,644 

2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期

金融業

509 375 376 212 

システム開発, 
1,901 

システム開発, 
2,009 

システム開発, 
2,110 

システム開発, 
2,053 

2,418 2,390 2,499 2,287 

2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期

製造業

システム開発, 
904 

システム開発, 
970 

システム開発, 
1,134 

システム開発, 
1,234 

909 974 1,139 1,240 

2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期

宇宙/防衛産業

14
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全日空商事株式会社と包括的業務提携契約を締結
当社と全日空商事株式会社は、両社の宇宙事業拡大、および
日本の宇宙産業発展に貢献することを目指し、包括的業務提
携契約を締結しました。
当社の有人/無人宇宙機の開発・試験・運用の知見と、全日空
商事の航空産業サプライチェーンの知見・ネットワーク・商社機能
を組み合わせて、日本の衛星サプライチェーンの強化を後押しし、
衛星の量産化に向けた変革に挑みます。

トピックス

15

POD（プリントオンデマンド）サービスを拡大
当社が2024年12月に富士通コワーコ株式会社から譲受した、
各種ドキュメントの印刷、複写、製本および電子化等の事業が
順調に拡大しています。
強みとなっているPOD（プリントオンデマンド）事業は、多種多様
な小ロットのオンデマンド印刷が可能となっており、廃棄ロスや保管
スペースの削減、高品質かつスピード納品を実現します。
プラットフォーム戦略の一環として、当社サービスが広がっており、
今後もサービスやパートナーを増やし、伸ばして成長していきます。
【主な制作物】
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inet annexデータセンター開設
近年、増大するデータセンター利用（以下、DC）の需要にしっかりと
応えるため、東日本電信電話株式会社 神奈川事業部の施設内に
アイネットの自社DCと連携する新たなDC「inet annex」を2026年
1月に開設することになりました。

■inet annexの主な特徴
①1ラックから対応可能なハウジングサービス
②アイネット自社DC（2か所）、inet north®、inet east®と
 直結、事業者間の相互接続が可能
③各種災害に強い設備仕様
④24時間365日常駐体制の安心サポート

トピックス

16

項目 内容
データセンター名 inet annex
所在地 神奈川県横浜市
建物構造 鉄骨造、耐震構造
ハウジングルーム面積 380㎡（おおよそ100ラック規模）
データセンター用電力量 約600キロワット

自社サービス 「SupplyLinker®」 および
「LOAN RANGER® UC」を販売開始、受注

SupplyLinker®
受発注や入出庫などの在庫を管理
するシステムをインターネット経由で
利用可能なサービスです。
お客さまの声をもとに自社開発した
販売管理システムをクラウドで提供
する形に改善することで利便性が更
に向上したサービスとなっております。

LOAN RANGER® UC
無担保ローンの申込みから顧客管
理までの全プロセスをカバーすること
ができる優れたシステムとして、多く
の金融機関で採用いただいている
「LOAN RANGER®」の仕組みを
SaaSモデル化したものです。
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すべての燃料（ガソリン・電気・
水素エネルギーなど）を取り扱い

17

取扱金額は
3年連続で増加

2025/3期 327億円
2024/3期 283億円
2023/3期 244億円

トピックス

受託計算サービスにおけるクレジット決済の取扱金額が年間300億円を突破

社会インフラを支えるエネルギー産業向けプラット
フォームである、ガソリンスタンド向け販売管理・
決済システムは、全国にあるガソリンスタンドの約
3割でご利用いただいております。

ガソリンスタンドを利用するお客さまのクレジット
カード代金の請求も、当社がクレジット加盟店と
して、カード会社に請求決済処理をしております。
クレジットカード決済の取扱額は、年々増加し、
2025年3月期には300億円を超えました。

ガソリンスタンドの数は、長期的には減少傾向に
ありますが、自社のシステムから、当社のクラウド
サービスに切り替える例が増えています。
今後もエネルギー業界のお客さまへ、DX支援を
推進し、業務効率化をサポートしてまいります。
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2026年3月期業績予想

（単位：百万円）

2025年3月期
前期実績

2026年3月期
当期予想 前期比増減率

売上高 38,987 42,250 8.4%

営業利益 2,640 2,750 4.1%

経常利益 2,681 2,800 4.4%
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,259 1,850 △18.1%

営業利益率 6.8% 6.5% △0.3ポイント

経常利益率 6.9% 6.6% △0.3ポイント

当期純利益率 5.8% 4.4% △1.4ポイント
注）金額は百万円未満切り捨て、前期比増減率は小数第2位で四捨五入。

売上高42,250百万円、営業利益は2,750百万円、当期純利益1,850百万円と予想
当期純利益は前期比マイナスと予想、ただし、2025年3月期当期純利益の投資有価証券売却による押上効果約490百万円を考慮すると実質はプラス
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18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期

期末 19.0 20.0 21.5 24.0 23.5 24.0 27.0 28.0 29.0

中間 19.0 20.0 21.5 22.0 23.5 24.0 26.0 28.0 29.0

総還元性向 44.2% 41.8% 40.9% 56.2% 44.3% 57.2% 38.6% 106.8%

19.0 20.0 21.5 22.0 23.5 24.0 26.0 28.0 29.0

19.0 20.0 21.5 24.0 23.5 24.0 27.0 28.0 29.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0 中間 期末 総還元性向

（単位：円）

2025年3月末配当金：1株当たり配当額28円（年間配当額56円）
1株当たり年間配当金は、13期連続増配を達成。

１株当たり年間配当金58円、前期比で2円増 14期連続増配を目指す

株主還元方針
「総還元性向40％以上を目処、安定的な配当を継続して実施すると共に、内部留保に努め、今後発生する資金需要などへの対応を図る」

2026年3月期 年間配当金額の予定

38円 40円 43円 46円 47円 48円
56円

19

株主還元

53円 58円予定

未定

【株主優待について】 2025年3月末より、3月末・9月末の年2回に拡充 （従前は9月末の年1回）
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Appendix



©2025  I-NET Corp. All Rights Reserved

ESG/SDGsの取組（環境）

21

温室効果ガス削減の取り組み

アイネットグループは、地球環境問題への真摯な取り組みの一環
として、気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）提言へ
の賛同を表明し、2040年度までに、アイネットグループのバリュー
チェーン全体における温室効果ガス排出量ゼロの実現を目指しま
す。既に、第1データセンターで利用する電力の一部には再生可
能エネルギー由来電力（オフサイトPPA）を利用しています。
第2データセンターの敷地内には、自家消費用の太陽光発電設
備を設置し、発電および給電をしています。
気候変動などの環境問題の解決、脱炭素社会の実現に貢献す
べく、今後も再生エネルギーの活用を積極的に進めてまいります。

白紙用紙のリサイクル・寄付活動
事業活動に伴って発生する不定形の白紙用紙を、障がいのある
方へ自立した日常生活・社会生活の支援を行う社会福祉法人
かれん様が運営する「アートかれん」へ寄付しています。寄付した
用紙は、絵画作品制作にご利用いただいています。
その他近隣の保育園にも寄付をし、子供たちのお絵描きなどにご
利用いただいています。
この活動を通じて、地域社会への貢献と、古紙の資源循環による
環境負荷の低減に取り組んでいます。
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障がいのある方や
医療的ケアが必要な方の支援活動に協賛

ESG/SDGsの取組（社会）

22

神奈川県等が主催する「かながわともいきアート展」と「ともいきシネ
マ」に協賛しました。これらは共生社会の推進に向けた取り組みです。
アート展で展示された作品のうち2点を制作者よりお借りし、当社本
社オフィスに展示しております。上半期に展示した作品は、作者様が
直接お持ちくださり、社内で展示イベントも開催しました。
こうした支援活動が社会全体に広がることを願い、誰もが平等に、
いきいきと過ごせる社会の実現に貢献してまいります。

「ともいきアート」社内展示イベント 「ともいきシネマ」当日の集合写真

社内活動
【フードドライブ活動の実施】

社員の家庭で消費しきれない食品を持ち寄り、フードバ
ンク団体等に寄付する「フードドライブ活動」を毎年実施
しています。

【コンタクトの空ケース回収活動】
HOYA株式会社 アイケアカンパニー様が推進する『アイ
シティecoプロジェクト』に賛同し、各事業所において使い
捨てコンタクトレンズ空ケースの回収活動を行っています。

【社内報「SDGs通信」の発信】
社内では、サステナビリティへの理解促進を目的に、毎月
「SDGs通信」を発信しています。社員一人ひとりの意識
向上を図るとともに、持続可能な企業文化の醸成につな
げています。
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ESG/SDGsの取組（社会）

2019年3月一般財団法人としてスタートし、
2020年1月には神奈川県より公益認定を取得。
貧困対策、地球環境対策等への活動を行うNPO団
体等の活動を支援・助成する事業を通じて地域社会
の発展に貢献。

「公益財団法人アイネット地域振興財団」
を通じて地域貢献
設立以降の助成実績

2024年度：32団体
2023年度：29団体
2022年度：27団体

財団ウェブサイトURL https://www.inet-found.or.jp/

障がい者雇用の促進「アイネット・データサービス」

データ入力 軽作業スキャニング 名刺作成 他

■主な業務

2009年4月、障がい者雇用の促進を目的に特例子会社
（厚生労働大臣認定）を設立
※特例子会社は全国に614社、神奈川県に50社（2024
年6月1日時点）あり、株式会社アイネット・データサービスは
その中の1社
障がい者雇用率（グループ全体）: 3.0％
(2025年3月期平均)
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ホワイト500
（7年連続認定）

社員が経営における最大の財産であるという考えのもと、社員が心身ともに健康であることこそが、
持続的な企業価値向上の源泉であると考え、健康経営を推進しています。
社員全員が安心して力を発揮できる労働環境をつくるため、ワークスタイルの変革を推進します。

経済産業省 認定

厚生労働省 認定厚生労働省 認定

work with Pride 主催

PRIDE指標2024
最高ランク「ゴールド」受賞

ハタラクエール2025
最上位「優良福利厚生法人（総合）」受賞

ハタラクエール実行委員会 認証

プラチナくるみん認定 えるぼし認定
「最高位（3段階目）」取得

ESG/SDGsの取組（ダイバーシティ）

24

Nextなでしこ
共働き・共育て支援企業2025

経済産業省 認定
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 商   号 株式会社アイネット
 本  社 横浜市西区みなとみらい5-1-2

横浜シンフォステージウエストタワー13階
 代表者 代表取締役 兼 社長執行役員 佐伯 友道
 社員数 1,817名（連結）1,042名（単独） （2025年4月1日現在）
 事業所/支店/データセンター

         東京事業所、川崎PODセンター、札幌支店、仙台支店、中部支店、大阪支店、
 中四国支店、福岡支店

自社データセンターを活用した「ストック型ビジネスの情報処理サービス」と
「フロー型ビジネスのシステム開発サービス」を展開するシステム会社

第１データセンター 第２データセンター

 設   立 1971年4月22日
 資本金 3,203百万円
 創業者 池田 典義

本社（横浜市）
25

会社概要

25
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社会インフラを支えるエネルギー産業向けプラットフォームサービス
LPガス業者向け販売管理・課金システム

27

サービス（プロパネット）
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銀行・ノンバンク向けカードローン統合融資システム、
ローン業務から営業店で発生する全ての業務を強力にサポート。

28

情報センターへの
報告/照会も
自動実行

入金管理から
債権回収まで網羅

お客様を
お待たせしない
スマートな操作性

銀行やATMとの
インターフェースに

対応

28

サービス（ローンレンジャーUC）
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etc…

入口対策 出口対策

可視化・見える化

情報漏えい対策

ﾌｧｼﾘﾃｨ監視

ﾃﾚﾜｰｸ環境対策

内部対策

多彩なセキュリティ商品群を提供
お客様の現状を分析し、最適なプランをご提示

29

お客様の様々なニーズに合わせた
トータルセキュリティソリューションをご提供

29

サービス（セキュリティ）

セキュリティの動画をIRTV*にて掲載中
https://irtv.jp/channel/14063

*IRTVとは
「動画」で投資家と企業を繋ぐビジネスモデルやビジョンがわかる株式会社IR Roboticsが運営する動画メディアです。
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人工衛星のシステム設計・組み立て・運用の請け負い。47年に及ぶ業歴あり。
「設計、制御プログラム開発、製造組立、検査/試験、打上支援、運用、データ処理」
実績：「はやぶさ」「はやぶさ２」など。直近では「QPS研究所」「アストロスケール」の衛星開発に参画

システム設計 検査/試験 運用/評価

衛星開発・運用・データ処理

概念設計 製造組立 ロケット打ち上げ 運用

宇宙デブリ除去 実証衛星

出典「イラスト：池下章裕」

小惑星探査機 「はやぶさ」

30

サービス（宇宙）

https://www.youtube.com/watch?v=3wkpYZEBvH8

*IRTVとは
「動画」で投資家と企業を繋ぐビジネスモデルやビジョンが
わかる株式会社IR Roboticsが運営する動画メディアです。

地上局運営 (※当社敷地内に設置)

当社の宇宙事業に関する動画をIRTV*の
YouTubeにて掲載中

https://www.youtube.com/watch?v=cprI3G9Oxt0
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中期経営計画 「Up Stage 2027」
2026年3月期－2028年3月期

Up Stage 2027 について

当社創業者である故池田典義は、当社の更なる発展を実現するために、常々
「Up Stage、Up Player」を合言葉に、当社の未来を切り開いて参りました。

改めて、創業者の想いを受け継ぎ、当社の持続的な成長を実現する決意を示す
ため、2027年度までの中期経営計画を「Up Stage 2027」と名付けました。



©2025  I-NET Corp. All Rights Reserved

１.中期経営計画（2022年4月‐2025年3月）の振り返り
   計数目標の達成状況

（単位：百万円）
2023年3月期
（実績）

2024年3月期
（実績）

2025年3月期
（実績）a

2025年3月期
（当初目標）

2025年3月期
（修正目標）b

達成率
=a/b

売上高 34,988 37,763 38,987 37,700 40,000 97.4％
営業利益
営業利益率

2,129
6.1%

2,887
7.6%

2,640
6.8％

3,200
8.5％

3,200
8.0%

82.5％
△1.2p

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,344 2,198 2,259 -- -- --

ROE 7.7％ 11.7％ 11.5％ 10.0％以上 10.0％以上 +1.5%

売上高は当初目標を2年目に前倒し達成したため、上方に修正。
修正目標に対して、ROEは達成、売上高、営業利益、営業利益率は未達。

未達要因
要因 影響 関連部門 対応
原価高騰 電気料金、DC基盤ソフトの値上げ、設備

投資に伴う減価償却費の増加
情報処理サービス
（DC本部、SS本部）

適正価格への是正

ソフトウエア受託開発の一部案件
で開発遅延が発生

開発原価の上昇 システム開発サービス（DX
本部、SS本部）

案件進捗管理の強化
開発要員コストの転嫁

3232
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２.中期経営計画「Up Stage 2027」 （2026年3月期‐2028年3月期）
   基本方針

持続可能なデジタル社会の実現に向けて

情報処理インフラの強化とDX推進

① クラウド、AI活用の強化により、顧客にDX（デジ
タルトランスフォーメーション）化の恩恵を！

② 高付加価値なインフラサービス、システム開発の
提供により、社会をより豊かに！

人材育成・組織強化

① 次世代人材・経営幹部候補の育成 
② システム開発人材・AIプロフェッショナル、インフラ
要員・セキュリティ人材の育成、確保

③ 人材の多様性と女性活躍の推進を通して、最適
化を図り、生産性向上を実現

データセンター事業の拡大・最適化

① 省エネルギー・グリーンデータセンターを推進
（2040年カーボンニュートラル達成）

② データセンターの容量・能力の増強、第３データセ
ンターの実現

社会に必要とされる存在として

① 社会インフラを担う企業として、社会が求める最適
なサービスの提供を継続

② 社会への感謝を忘れず、社会と共生していくため
地域に還元、貢献

33
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２.中期経営計画「Up Stage 2027」 （2026年3月期‐2028年3月期）
   計数目標

34

売上高
500億円

営業利益
35億円

EBITDA
65億円

ROE
13%

2028年3月期
「売上高500億円」 「時価総額500億円（期末）」

中期経営計画の計数目標（KPI）

営業利益率7.0％ EBITDAマージン
13.0％
EBITDA

償却前税前営業利益

情報処理サービス   : 200
システム開発サービス: 275
機器販売  : 25

(単位：億円) ROE(自己資本利益率)
は13％以上を目指す
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２.中期経営計画「Up Stage 2027」 （2026年3月期‐2028年3月期）
   計数計画

（単位：百万円）
2025年3月期
（実績）a

2028年3月期
（計画）b

成長率
=b/a

売上高 38,987 50,000 128％
営業利益 2,640 3,500 133％
EBITDA 4,918 6,500 132％
ROE 11.5％ 13.0％ +1.5p
営業利益率 6.8% 7.0% +0.2p

従来からのKPI（売上高、営業利益、ROE）に加えて、新たにEBITDA（償却前税前営業利益）を採用。
当社は、純粋なSIer（システムインテグレーター）とは異なり、自社でデータセンターなどの設備を保有。当社が永
続的な成長を実現するためには、「資産効率の向上」と「キャッシュフローの増大」が重要となる。
以上のことから、EBITDAを新KPIとして採用。

中期経営計画の計数計画（KPI）

35

売上高は年平均8.6％成長を遂げ、計画
の最終年度において500億円を達成する。

営業利益、EBITDAは、売上高の伸びを上
回る成長を実現していく。

データセンターなどの増設、能力増強に伴う
減価償却費負担が重いが、収益性を改善
することで、ROE、営業利益率を改善する。

35
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２.中期経営計画「Up Stage 2027」 （2026年3月期‐2028年3月期）
   事業戦略

36

１DC （コロケーション／ハウジング、メーリング、BPO）

２DC （クラウド、コロケーション／ハウジング）

１PC (ﾌﾟﾘﾝﾄｾﾝﾀｰ)

デ
ー
タ
変
換
サ
ー
ビ
ス

大
学
向
け
統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ク
ラ
ウ
ドO

EM

提
供

戦略的協業パートナー

コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

ハ
ウ
ジ
ン
グ

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

各
種
S
a
a
S

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス

給
与
計
算
サ
ー
ビ
ス

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

自社サービス

受託計算
サービス

（SS事業）

プ
ロ
パ
ネ
ッ
ト

販
売
管
理

課
金
決
済

３DC新設予定（クラウド、コロケーション／ハウジング、メーリング、BPO) 

消
費
財
卸
売
サ
ー
ビ
ス

無
担
保
ロ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

2PC (ﾌﾟﾘﾝﾄｾﾝﾀｰ)

メーリング
サービス
(BPO)

ハイブリッド
(紙/Web)

ス
マ
ー
ト D

C
サ
ー
ビ
ス

原
価
管
理
シ
ス
テ
ム

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
／

人
工
知
能
（A

I

）
新
規
事
業
立
ち
上
げ

アイネット
DX本部/
センシング
ビジネス本部

etc…

システム
開発

IST
ソフトウェア

ソフトウェア
コントロール

アイネット
データサービス

水
素

宇
宙
関
連
サ
ー
ビ
ス

伸ばす 伸ばす

増やす

予
算
管
理
･管
理
会
計
サ
ー
ビ
ス

1.開発システム
のサービス化

2.戦略的協業
の強化

3.新規事業
の取り組み

inet annex
 (2026年1月開設予定)

社会が如何に変わろうとも、当社グループは変化に合わせた形で、
プラットフォーム上のサービス・パートナーを増やし、伸ばすことで成長する

組織横断で戦略を推進する
「ビジネス推進本部」を新設

（2025年4月1日付）

36
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２.中期経営計画「Up Stage 2027」 （2026年3月期‐2028年3月期）
   事業ポートフォリオ

事業名 事業概要
計数は2024年度

今後3年の
事業戦略

2027年度目標

受託計算事業
（SS事業）

エネルギー業界向け受託計
算事業
売上高 58億円
売上総利益 15億円

●顧客数増加による市場シェア増
●エネルギー業界向けDX支援
●石油元売、商社ビジネスの拡大

エネルギー業界向け受託計算
事業
売上高 67億円
売上総利益 19億円

データセンター・
クラウド事業
（DC事業）

データセンター事業サーバー
向けラック貸、クラウド基盤
提供
売上高 86億円
売上総利益 16億円

●マネージドサービスの提供拡大
●セキュリティサービスの提供
●新プラットフォームサービスの構築
●SaaS、リセラー企業との連携

データセンター事業サーバー向
けラック貸、クラウド基盤提供
売上高 109億円
売上総利益 20億円

メーリングサービ
ス、プリント事業
（BPO事業）

情報データ処理、プリント・
郵送サービス事業
売上高 30億円
売上総利益 7億円

●POD（プリントオンデマンド）
サービスの拡大
●データセンターサービスクロスセル

情報データ処理、プリント・郵
送サービス事業
売上高 43億円
売上総利益 10億円

システム開発
事業
（DX事業）

システム受託開発、SES事
業
売上高 106億円
売上総利益 24億円

●システム開発人材の確保、育成
●ビジネスパートナーとの連携強化
●自社サービスのストック案件拡大

システム受託開発、SES事業
売上高 134億円
売上総利益 31億円

システム開発
事業
（グループ会社）
（DX事業）

システム受託開発事業
売上高 115億円
売上総利益 24億円

●重点分野への総合サービス提供
●エンドユーザー取引の拡大
●人材の確保と育成強化

システム受託開発事業
売上高 147億円
売上総利益 31億円

グループ全体
（上記合計）

売上高 390億円
売上総利益 83億円

※グループ連結調整後

3年間で売上28％アップ
利益率の維持・向上

売上高 500億円
売上総利益 111億円

市
場
成
長
率
（
％
）

市場シェア率（％）

事業ポートフォリオ分析

成長事業新規事業

成熟事業 基盤事業

事業名
売上高(百万円)
売上構成比(%)/
売上総利益率(%)

【凡例】 各事業の概要

37

BPO事業
4,280百万円

9％/24%

SS事業
6,720百万円
13％/28%

DX事業
28,130百万円

56％/22%

DC事業
10,870百万円

22％/19%

[2024年度]
3,000百万円

8％/24%

[2024年度]
22,102百万円

55％/22%

[2024年度]
5,806百万円
15％/26%

[2024年度]
8,556百万円
22％/18%

37
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２.中期経営計画「Up Stage 2027」 （2026年3月期‐2028年3月期）
   サステナビリティ

38

環境

社会

ガバナンス

2030年度、自社データセンターで利用する電気の50％
を再生可能エネルギー由来に変更（2025年3月末現在25％）
2040年度、カーボンニュートラルを実現

グループ障がい者雇用比率3.2％（2028年3月末目標、2025年3月期平均3.0％）
管理職に占める女性の割合18.0％（2028年3月末目標、2025年3月末時点10.4％）
特例子会社アイネットデータサービスの拡充（人員も業務内容も拡大へ）

資本コストを意識した経営の実現（政策保有株式の縮減等）
グループガバナンスの強化、経営・モニタリング機能の高度化
次世代経営人財、コーポレート人財の育成

当社自社データセンター
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情報技術でEnjoy Lifeを応援します

＜問合せ先＞
株式会社アイネット経営戦略・IR部
TEL  045-682-0806
E-Mail  contact_ir@inet.co.jp

＜免責事項＞
 本資料は、当社グループの業績及びグループの事業戦略に関する情報提供を目的としたものであり、当社及び当社グループの株式の購入や売却を

勧誘するものではありません。

 本資料には、将来の業績に関する意見や予測等の情報を掲載しています。これらの情報は資料作成時点の当社の判断に基づいて作成されておりま
す。その実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

 本資料を利用した結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本資料を無断で複製、転載等を行わないようお願いい
たします。

visit our website
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